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[資料紹介】

「侵略=差別と闘うアジア婦人会議」資料の寄贈について

伊田久美子

2006年 8 月にインパクト出版会を通じて、 1970年代に活動した女性グル

ープ「侵略=差別と闘うアジア婦人会議」の資料編纂に携わってこられた

宮地佳子さんから、大阪府立大学女性学研究センターへの資料寄贈のお申

し出をいただいた。宮地さんは「アジア婦人会議」の中心メンバーであっ

た飯島愛子さんが亡くなられた後に残された膨大な資料を中心に、他のメ

ンバーの資料も加えて「アジア婦人会議」資料の編纂作業を行ってこられ

たのである。インパクト出版会からは飯島愛子さんの一周忌に合わせてパ

ンフレット 20冊を復刻した『侵略=差別と闘うアジア婦人会議資料集成

1 、 2 、 3 j、および飯島さんの自伝と主要論文を集めた『侵略=差別の

彼方へーあるフェミニストの半生』が宮地さんをはじめとする編集委員会

によって刊行されている。

「侵略=差別と闘うアジア婦人会議」とは、 1970年 8 月に開催された女

性たちによる大会名称であり、その後大会基調を理念として同名の運動体

が結成され、その活動は1980年代前半まで続いた。資料集刊行委員会はそ

の理念を以下の二点に集約している。

①戦後民主主義の特徴であった「婦人解放J を、その根源からとらえ直すD

それは社会体制の変革のあとに続く婦人解放(論)ではなく、自己変革

として差別問題をとらえることであり、私たち女性の受けている差別を、

部落や沖縄県民や在日朝鮮人のそれと同質のものとして明らかにした

しミ。

②アジア的視点で今後の闘いのあり方を考えたい。

それは日米帝国主義のアジア侵略を私たちへの侵略ととらえ、私たち自

身の個別の闘いを追求し、同時に運動の先進国としてのアジアから学ぶ。

資料集刊行委員会 (2007年 4 月)
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「侵略=差別と闘うアジア婦人会議J は、田中美津さんを中心とする新

宿リブセンターの運動とともに、 70年代前半の日本の第 2 波フェミニズム

を牽引してきた。主体としての女の登場、そして個人的なことの政治性を

問う新しい運動のスタイルが、日本の女性運動にもたらした影響は計り知

れない。

宮地さんは飯島さんが亡くなられるまで交流を続けてきたお一人である

が、お申し出のお電話をいただいた際に、飯島さんが、私も翻訳者のひと

りであるダラ・コスタの家事労働論に非常に共鳴しておられたということ

を宮地さんからうかがった。是非読むようにと他のメンバーにも薦めてお

られ、また自分も「こういうふうに説明したらよかった」などと言ってお

られたというのであった。飯島さんの関心は労働、セクシュアリテイ、ジ

ェンダーの関係を問うものであり、搾取についての考察はダラ・コスタと

共通するところが多い。

私もまた飯島愛子さんの論文に大きな影響を受けた一人である。大学に

入りたての頃に読んだ雑誌「構造」の「おんな・生・草命」というリブ特

集で、田中美津さんの「小さな火花も荒野を焼き尽す」と題した衝撃的な

論文と並んで、飯島さんは「男への『同化』でない婦人解放運動の確立の

ためにJ U侵略=差別の彼方へj に所収)を書いておられたのである。私

はそれらを熟読し、世界の見え方が変わった。多くの女たちが世界のあち

こちで手探りの理論化を模索していたこの時期、私にとって幸運で決定的

な出会いがいくつかあったが、飯島論文はそのひとつだった。

その飯島さんが大切に保管してこられた「アジア婦人会議」の資料集が

こうして大阪府立大学女性学研究センターにやってくることになったこと

には、何か「縁」のようなものを感じる、と宮地さんと話し合った。「飯

島さんは自分の行きたいところに行ったんでしょうね」と宮地さんがおっ

しゃったのが心に残った。

2007年夏、資料が到着したとき、センターは府大学統合の余波により図

書館内の仮住まい中であった。 2008年春にようやく新しい本拠に落ち着き、

いただいた資料のコピー、保存の作業を行った。多くが飯島さんの手によ

る整然としたガリ版印刷による古いピラや資料、活動のためのメモ、走り
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書きなど、 70年代の女たちの軌跡を、その日常的息遣いをも含んで伝える

貴重な資料を眺めながら、当時を振り返ることは現在を知ることにつなが

るのだとの思いを強くしている。

2008年には大学院生のゼミで「アジア婦人会議J の会議資料を読み、議

論した。労働、セクシュアリテイ、育児、地域の運動、アジアの女性たち

との交流など、それぞれの関心から参照できる部分を中心に参照してもら

うことができた。若い世代の研究者に70年代への歴史的関心が広がりつつ

ある今日、多くの方々にこの貴重な資料を活用していただきたいと願って

いる。

以下に、資料集刊行委員会作成による資料の一覧を記す。
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「侵略=差別と闘うアジア婦人会議」ファイルの各巻内容一覧

分類 番号 表 題 主 な 内容・できごと

l 会報， 70- ・ 75年 (NIl 1-46) 牢資料』こついて *各巻内容一覧 牢活動年表 牢総愛知硝嬬 *会報

2 会報 '76-'83年 (NIl47-69) *会報

3 繍=翻t目うm揚胤 , 7 0 年 本侵略=差別と闘うアジア婦人会議大会(8fl22-23日) 牢劉彩品さん支援

4 繍=差別措うm量入金書 , 7 1 年 牢三里塚闘争支援 本婦人労働分科会の中心的討論 ヰソニー岩本さん支援
ア
5 備=鰍闘う7鴻胤 , 72年lトlOfl *3・8 国際婦人デーテーマに関して *沖縄 f返還」抗議

6 繍=湖t闘うm.臥鎌 , 7 2 年11・ 12fl 本*勤「労日婦本人帝福国主祉法義の女*優性支生保配護と出女性子解株放会闘、争育児J 大休業会出(ll子fl3科・4会日、) 保牢労育基の会法改設悪置
ン'

7 鱗=捌調うm臥金書 , 7 3 年 本 3・8 育国休際婦討人論集デ会一 本4 ・ 1ー0婦セ人ン労観働光者反対集会闘争牢三牢法優生案保反対護集法会改悪反対闘争
*6・8 本キ

ア

*3育・「児8私国休た業際ち婦法の人春闘デ一 本キー観セう光ン!観!光4州・反l倣対・司3人集0 劇会労働搬者棚本討集会論改悪j一反内対ゲ牢婦優バ生人に保労つ護働い法者て集会8 繍=湖t目うm臥錆 , 74年 牢 をかちとろ
婦 牢 本キーセン

9 儲=差別t闘うm臥告書 , 7 5 年1HOfl *3集4会国際*婦育人児休デ業ー法**「差優別生保・護分法断攻撃*径と闘ちゃんおのう会!4・ 1*0婦日人中労・働日者韓春女性闘交討流論
人

←一←ーートー一一

1 0 備=差別t闘うm臥金書 , 7 5 年11 ・ 12fl *動10の叩総ー括11 ・と4展国望際婦」人大情会7事牢事へ務の天所移皇転出席c1に2抗・2議1)行動 *11 ・ 23 r戦後婦人運
メ~

議 11 備=蹴闘うm国胤 , 7 6 年 ***集411・1会791天5f大不皇*会況天在基下事畑調制に耳をおを考式めけ典えるぐ婦抗るる諭人漣議争労続デ働講モ盗を*倒考矛4盾同事8語育千1瑚児学集習会休)業グ法ルキ3学4習プ会、 f引女車性解也区放会と議天発皇足制」

1 2 備=鋭t闘うm臥鎌首 77-'79年 *マI沼797ト年・6ジ'7隣ア*牟撮途会会**本南絡報人三の日韓会里方終縁通針議共塚刊地信費の区同援で会銑在行農活(議動動恥・り入方胸産者をを直全継**u千腸続め員日m中葉姶のぐ友渥地る*矛好叙ハ属*婦盾会3にン論議基人8フ学σ国づ晴習翼際*き会天二観出訪つ皇発人止運制中ヂにを分間営パーめ委〉かざノす参員れフキ発加会4る」・行甜1。止0Zの抽壬論争運継営続委員

心中プリ 1 3 アジア婦人会議以外， 70 リプ等 本本党リ派プ系系 ((新ぐ左る翼ーぷ諸党闘派う女)→リプ新宿センター)

で 1 4 アジア婦人会議以外 '71-'72年リプ等

1 5 蓮見さん K子さん等 '72・ '73年‘ 本沖縄密約事件 牢揃骨-1惜脚本三石職業病闘争牢径-~~紛会・鮪

課 1 6 キーセン観光 '73-'74年 Nlll

題 1 7 キーセン観光バï7集 '73-'74年 NIl 2

JJU I 1 8 育3 休・法8 国際婦人デー ''7733年Jー76年
運
1 9 優生保護法 '72-' 75年

動
20 集会託児 '75-'76年

2 1 飯島愛子論文集 '69-' 04年 牢， 7 0 年まで 牢， 7 0 年以降(アジア婦人会議)

2 2 品川区内婦人運動 '62-' 64年
一一一一一一一一「

701 2 3 各地区婦人運動 '64-'66年

動録人涯年蔚の以 2 4 ベトナム反戦運動 , 6 9 年まで

2 5 婦人労働 '68-'69年

2 6 母親大会 '66-'69年

27 交安保流会を運闘動う婦人連絡2 会6 を6帆~宜 ''6699年年2 8 


